
平成26年 №31 

○東京学芸大学研究倫理規程の一部を改正する規程 

 

改正理由 

  研究倫理審査申請書の審査を迅速に実施するため，所要の改正を行うものである。 

 

承認経過 

  平成26年６月11日  教育研究評議会  審議・承認 

 



 東京学芸大学研究倫理規程の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  平成26年６月12日 

                  国立大学法人東京学芸大学長 

                          出 口 利 定 

 

平成26年規程第26号 

   東京学芸大学研究倫理規程の一部を改正する規程 

 

 

東京学芸大学研究倫理規程（平成15年規程第４号）の一部について，別紙新旧対照表の

右欄を，左欄のように改正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                     

東京学芸大学研究倫理規程の一部改正について 
 
改正理由：研究倫理審査申請書の審査を迅速に実施するため，所要の改正を行うものである。 

改      正 現      行 
    

〔省略〕 

 

 （留意事項） 

第２条 前条の研究を行おうとする研究者（以下「研究者」という。）は，

各人の自覚に基づいた高い倫理性を保持するとともに，次の各号に留意

しなければならない。 

(1) ヘルシンキ宣言の趣旨に則して研究を行うこと。 

(2) 対象者等の人権を尊重すること。 

(3) 研究を行うことにより，対象者等に不利益及び危険が生じないよう

十分配慮すること。 

(4) あらかじめ対象者等に研究の内容及び方法等を説明し，理解を求め

た上で，研究対象者から書面により同意（研究対象者が未成年者の場

合は，本人及び保護者等の同意）を得ること。なお，研究対象者が年

少者又は障害者等で，本人の同意を確認することが困難な場合にあっ

ては，保護者等から書面により同意を得ること。 

２ 研究者は，研究実施計画及び出版公表原稿等について，学長の承認を

得なければならない。 

 

   〔省略〕 

 

第７条 委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ会議を開くことが

できない。 
２ 議決を要する事項については，出席者の３分の２以上をもって決する。 

    

〔省略〕 

 

  （留意事項） 

第２条 前条の研究を行おうとする研究者（以下「研究者」という。）は，

各人の自覚に基づいた高い倫理性を保持するとともに，次の各号に留意

しなければならない。 

(1) ヘルシンキ宣言の趣旨に則して研究を行うこと。 

(2) 対象者等の人権を尊重すること。 

(3) 研究を行うことにより，対象者等に不利益及び危険が生じないよう

十分配慮すること。 

(4) あらかじめ対象者等に研究の内容及び方法等を説明し，理解を求め

た上で，研究対象者から書面により同意（研究対象者が未成年者の場

合は，本人及び保護者等の同意）を得ること。なお，研究対象者が年

少者又は障害者等で，本人の同意を確認することが困難な場合にあっ

ては，保護者等から書面により同意を得ること。 

２ 研究者は，研究実施計画及び出版公表原稿等について，学長の承認を

得なければならない。 

 
   〔省略〕 
 
第７条 委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ会議を開くこと 
ができない。 

２ 議決を要する事項については，出席者の３分の２以上をもって決する。 



  ただし，第１０条第３項に定める審査の判定は，出席者全員の合意を原

則とし，委員長が必要と認めた場合に限り，出席者の３分の２以上をもっ

て判定することができる。 

   

   〔省略〕 

 

 （審査手続等） 

第１０条 

１，２ 〔省略〕 

３ 委員会は，第２条第１項各号に掲げる事項に留意して審査し，判定を

行うものとする。 

４～８ 〔省略〕 

 

   〔省略〕 

 

   附 則 

 この規程は，平成26年６月12日から施行する。 

 

ただし，第１０条第３項に定める審査の判定は，出席者全員の合意を

要する。 
 
 

〔省略〕 

 

（審査手続等） 

第１０条 

１，２ 〔省略〕 

３ 委員会は，第２条第１項各号に掲げる事項に留意して審査し，判定を

行うものとする。 

４～８ 〔省略〕 

 

   〔省略〕 

 


